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＜連絡事項＞
・本日　八戸地区認知症疾患WEBセミナが開催されます。今回の研修は特別法人研修の扱いとなりますので、各自参加をお願いします。
時間：19：00～20：40
場所：八戸グランドホテル3F　MIYABI
（WEB参加可能）
＜患者様連絡事項＞
・会津　慮子様～臨時薬同内容で6日分処方。
・小笠原　文人様～本日夕食から粥→常食（普通）へ変更。

・小林　司様～施設スタッフ送迎にて宿泊体験から帰院。外泊中の問題はなく、就労体験も高評価。施設からは受け入れの方向で考えたいと返答があり、改めて今回の外泊体験の評価が施設管理者から連絡が入る予定。
・小田　タネ様～衣類の購入希望があり、カタログでの購入を検討していましたが、本人が気に入るものがなく眼鏡も作り直したいと希望聞かれています。家族へ外出での対応可能か確認をしていく事としています。
・佐野　貢様～施設の申し込み状況を家族へ確認しています。面談後も申し込みは行っておらず、使用可能な金額も不明なままと話されています。再度、使用可能金額の確認と施設申し込みを依頼しています。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～歩行状態は改善見られており、病棟内は独歩にて移動している。独語や奇異行動（足を踏みならす、踊る、壁やベンチを叩く）、多弁さが見られているが日課には支障なく取り組むことが出来ている。本人から夜間の睡眠が減ったと気にする発言聞かれている。
・若沢　理子様～幻聴に左右され夜間の睡眠がとれなかったと報告。日中の眠気を訴え臥床傾向見られているが、日課は声掛けにて支障なく取り組むことが出来ている。プログラムは「昨日作業に行った後から幻聴が酷いから行きたくない」と拒否みられている。病棟内での幻聴は自制内で経過。
＜金Ｄｒ診察情報＞
・角濱　義弘様～離床時間は拡大してきており、午前中は時間を決めてホールで過ごし、午後からは作業療法に参加している事を報告。主治医から、退院意思の確認を受け「退院したい気持ちはあります」と話す。処方変更なく7日分継続。
・小笠原　文人様～独語・奇異行動・多弁さ見られている事を報告。流涎は変わらずあり、「自分をだまそうとする人がいるけど話しをしないようにしています」と病的体験に左右された発言聞かれている。やや眼光の鋭さ見られているが、歩行状態は改善傾向にある為、内服は減薬のまま変更せず。本人希望にてフェルビナクスチック2本処方。 食事形態を粥から常食の希望あり、12/8夕食から変更となる。
・井上　和美様～体調については、「オランザピンの方が良い」と話されている。処方変更なく7日分継続。
・坂本　福子様～診察の声掛けにも離床できず。眠気の強さ訴え、作業療法中にも居眠り見られている。処方は変更なし。ピコスルファートナトリウム3本処方。
＜小柳Ｄｒ診察情報＞
・服薬の変更、特記患者様なし。
＜勉強会＞
医療ガス安全講習会
参加者：松村・大久保・田口・原子
内容：

１、アウトレットの取り扱いと点検
２、酸素ボンベの取り扱いと点検
　　・酸素ボンベのキャップの取り外し方
　　・酸素ボンベによる事故事例
　　・酸素ボンベ　使用可能時間　早見表の見方
　　・酸素算厚低下警報器の紹介
